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一
ノ
一
一
、
笠
置
山
縁
起
（
護
国
寺
本
） 

 
 

 

出
典 
イ
、
校
刊
美
術
史
料
、
寺
院
篇
（
藤
田
経
世
編 

中
央
公
論
美
術
出
版
）
を
使
用
し
、 

ロ
、
諸
寺
縁
起
集
（
法
眼
清
水
清
範
筆
記 

大
日
本
仏
教
全
書 

寺
誌
叢
書
第
二
）
で
補
完
し
た
。 

 

解
説 

諸
寺
縁
起
集
に
法
隆
寺
、
興
福
寺
、
薬
師
寺
、
唐
招
提
寺
な
ど
南
都
な
ど
の
大
寺
三
十
一
ケ
寺
と

並
ん
で
笠
置
寺
の
草
創
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
縁
起
集
は
興
福
寺
大
乗
院
か
ら
護
国
寺
に
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
護
国
寺
本
「
諸
寺
縁
起
集
」
と
い

わ
れ
る
。
も
と
も
と
各
寺
院
の
縁
起
を
収
録
し
た
も
の
で
一
律
に
そ
の
作
成
年
代
を
確
定
で
き
な
い
が
、

全
体
の
成
立
は
鎌
倉
中
期
以
降
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
縁
起
は
学
術
論
文
で
一
度
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る

が
、
今
ま
で
笠
置
寺
関
係
の
案
内
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

内
容
は
大
筋
で
は
笠
置
寺
縁
起
と
同
じ
で
あ
る
が
、
危
難
に
あ
っ
た
皇
子
を
天
智
天
皇
の
第
三
皇
子
と

特
定
し
て
い
る
こ
と
、
再
度
の
登
山
の
際
も
神
仏
の
奇
瑞
が
あ
っ
た
こ
と
、
弥
勒
像
の
記
述
が
詳
し
い
こ

と
な
ど
が
笠
置
寺
縁
起
と
異
な
る
点
で
あ
る
。 

 

原
文 

天
智
天
皇
第
三
皇
子
、
出
宮
遊
猟
山
城
国
相
楽
郡
、
入
一
深
山
忽
得
鹿
、
馳
馬
越
峯
渡
谷
、
不
憚
石
巌
、

付
鹿
追
行
、
鹿
欲
遁
矢
心
深
、
自
高
巖
上
捨
身
逃
落
、
王
子
之
馬
不
走
留
、
同
欲
落
、
前
之
二
足
既
離
巖

在
虚
空
、
皇
子
余
命
在
只
今
、
我
身
欲
失
、
目
晩
魂
消
、
不
能
引
手
縄
、
無
力
返
蹄
、
悲
嘆
之
余
、
心
中

誓
願
、
我
願
為
此
山
之
地
主
、
顕
弥
勒
像
、
令
保
今
度
之
命
給
ヘ
云
々
、
即
隨
祈
念
、
馬
忽
留
身
亦
全
、
仏

神
之
霊
応
於
爰
願
之
間
、
喜
悦
信
伏
、
涙
下
両
行
、
但
此
深
山
人
跡
絶
、
奇
巌
聳
、
雖
造
仏
誰
来
礼
拝
之
、

設
雖
造
雨
露
忽
犯
、
争
得
久
、
思
惟
未
定
之
間
、
日
暮
路
遠
、
以
後
日
亦
来
、
欲
廻
意
匠
之
間
、
為
後
脱

御
笠
、
置
石
上
而
還
御
、
其
後
経
数
日
、
歎
願
之
難
遂
、
向
彼
山
、
尋
泉
河
流
、
登
置
笠
峯
不
遂
、
有
一

人
童
子
、
其
形
貌
非
普
通
人
、
貴
人
上
臈
気
色
也
、
爰
王
子
云
、
我
在
造
仏
之
願
、
為
之
如
何
、
童
子
云 

我
奉
造
助
君
願
云
々
、
雖
奇
思
給
、
與
童
相
共
趣
彼
山
、
於
山
之
北
之
麓
、
河
之
南
際
、
童
子
忽
失
畢
、

即
黒
雲
覆
峯
、
荒
風
忽
吹
、
大
雨
即
降
、
雷
電
霹
靂
、
大
地
欲
破
、
山
峯
欲
崩
、
我
有
何
罪
、
依
何
科
、

忽
遇
此
灾
、
愁
歎
而
有
余 

雖
然
無
程
天
晴
明
静
、
成
奇
登
峯
見
之
、
所
置
笠
之
巖
恣
削
之
、
其
面
如
掌
、

彼
面
五
丈
之
弥
勒
彫
刻
之
、
相
好
殊
妙
如
生
身
、
彫
藍
田
之
青
所
、
似
毘
首
羯
摩
造
栴
檀
之
像
、
顕
兜
卒

之
妙
相
、
同
末
田
尊
者
写
生
身
之
質
、
雖
経
五
十
六
億
七
千
万
歳
不
可
朽
、
待
三
会
之
下
生
、
及
千
仏
之

出
世
、
利
生
何
無
限
、
況
哉
天
人
雨
降
、
常
成
供
養
、
古
今
類
少
者
歟 

 

読
み
下
し
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

天
智
天
皇
第
三
皇
子
、
宮
を
出
て
山
城
国
相
楽
郡
に
遊
猟
し
一
深
山
に
入
る
。
忽
ち
鹿
を
得
て
馬
を
馳

せ
、
峯
を
越
へ
谷
を
渡
り
石
巖
も
憚
か
ら
ず
鹿
に
付
き
追
い
行
く
。
鹿
は
矢
を
遁
れ
ん
と
欲
す
る
心
深
く
、

高
き
巖
上
自
り
身
を
捨
て
逃
げ
落
つ
。
王
子
の
馬
、
走
ら
ず
し
て
留
ま
る
も
同
じ
く
落
ん
と
欲
し
、
前
の
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二
足
既
に
巖
を
離
れ
虚
空
に
在
り
。
皇
子
の
余
命
只
今
に
在
り
、
我
身
を
失
す
る
を
欲
（
む
さ
ぼ
り
お
し
む
）

す
。 

 

目
晩
れ
魂
消
へ
、
手
縄
を
引
く
に
力
無
く
、
蹄
を
返
す
こ
と
能
は
ず
。
悲
嘆
の
余
り
心
中
に
誓
願
す
る

に
、「
我
が
願
い
、
此
山
の
地
主
が
為
に
弥
勒
像
を
顕
さ
ん
。
今
度
の
命
保
た
し
め
給
ヘ
」
と
云
々
。
即
ち

祈
念
に
随
い
馬
忽
ち
留
ま
り
身
を
亦
全
う
す
。
仏
神
の
霊
応
、
爰
に
於
い
て
之
を
願
う
の
間
、
喜
悦
信
伏

（
信
じ
て
服
従
す
る
）
し
、
涙
下
り
て
両
行
す
。 

 
 

但
し
此
の
深
山
は
人
跡
絶
へ
、
奇
巌
聳
ゆ
。
仏
を
造
る
と
雖
も
誰
か
来
り
て
之
を
拝
す
る
や
。
設
し
造

る
と
雖
も
雨
露
忽
ち
犯
し
、
争
い
て
久
し
き
を
得
る
や
。
思
惟
（
思
考
）
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
の
間
、
日
暮
れ

て
路
遠
し
。
後
日
を
以
て
亦
た
来
り
て
意
匠
（
工
夫
）
を
廻
ら
さ
ん
と
欲
す
る
の
間
、
後
の
為
に
御
笠
を
脱

ぎ
、
石
上
に
置
き
還
御
す
。 

 

其
の
後
数
日
を
経
る
も
願
の
遂
げ
難
き
を
歎
き
、
彼
の
山
に
向
い
て
泉
河
の
流
れ
を
尋
ね
、
笠
を
置
き

た
る
峯
に
登
ら
ん
と
す
る
も
遂
げ
ず
。 

 

一
人
の
童
子
あ
り
。
其
の
形
貌
（
す
が
た
）
普
通
の
人
に
非
ず
。
貴
人
上
臈
（
位
の
高
い
人
）
の
気
色
（
顔
や

態
度
）
也
。
爰
に
王
子
云
う
「
我
れ
仏
を
造
る
の
願
い
在
り
。
之
が
為
如
何
」
と
。
童
子
云
う
、「
我
れ
造

り
て
君
が
願
い
助
け
奉
ら
ん
」
と
云
々
。
奇
に
思
い
給
う
と
雖
ど
も
、
童
と
相
い
共
に
彼
の
山
に
趣
く
。 

 

山
の
北
の
麓
、
河
の
南
際
に
於
い
て
童
子
忽
ち
失
せ
畢
ん
ぬ
。
即
ち
黒
雲
峯
を
覆
い
、
荒
風
忽
ち
吹
き
、

大
雨
即
に
降
る
。
雷
電
霹
靂
は
大
地
を
破
ら
ん
と
欲
し
、
山
の
峯
を
崩
さ
ん
と
欲
す
。
我
れ
に
何
の
罪
有

り
、
何
の
科
に
依
り
て
か
忽
ち
此
の
災
い
に
遇
う
。
愁
歎
（
嘆
き
悲
し
む
）
し
て
余
り
有
り
。
然
り
と
雖
も

程
無
く
天
晴
れ
明
静
と
な
る
。 

 
 

奇
成
れ
り
と
峯
に
登
り
之
を
見
る
に
、
笠
を
置
き
た
る
所
の
巖
、
恣
に
之
を
削
り
、
其
面
掌
の
如
く
し

て
、
彼
の
面
に
五
丈
の
弥
勒
之
を
彫
刻
す
。
相
好
殊
に
妙
に
し
て
生
身
の
如
し
。
藍
田
（
注
一
）
の
青
を
彫

る
所
、
毘
首
羯
摩
（
注
二
）
の
栴
檀
（
香
木
の
一
種
）
の
像
を
造
る
に
似
て
、
兜
卒
の
妙
相
を
顕
す
。
末
田
尊

者
（
注
三
）
が
生
身
の
質
（
か
ら
だ
）
を
写
す
に
同
じ
な
り
。 

 

五
十
六
億
七
千
万
歳
経
る
と
雖
も
朽
ち
る
べ
か
ら
ず
。
三
会
の
下
生
を
待
ち
て
、
千
仏
の
出
世
に
及
ぶ
。

利
生
（
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
）
限
り
な
か
る
べ
し
。
況
や
天
人
雨
を
降
ら
せ
常
に
供
養
を
成
す
。
古
今
類
い

ま
れ
な
る
者
歟
。 

  

注
一
、
中
国
西
安
近
く
の
地
名
、
美
玉
を
産
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

注
二
、
世
界
創
造
神
。 

 

注
三
、
北
天
竺
の
一
寺
に
身
の
丈
十
余
丈
の
弥
勒
像
あ
り
、
末
田
底
迦
大
阿
羅
漢
の
作
に
な
る
と
い
う
（
今
昔
物
語
卷
四
）。 

    


